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 生殖細胞や胚をゲノム編集し、ART成功率向上をめざす。

• 今日のARTの奏効性はあまり高くない。
– 平均出生率: 採卵あたり20.5%
– 積算出生率: 治療サイクルあたり25.2%

• 現にある生殖細胞や胚のみならず、患者の遺伝的背景を考慮した
ART提供の必要性はある。

• この場合、親になる夫婦がベネフィットを受けるが、現状では、ART
にゲノム編集を加えることでリスクは増大。親の同意は正当化困
難。

• 現在は、容認できないが、いくつかの研究は将来の可能性を示唆し
ている。
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より多くの不妊患者救済のための個別化 ARTより多くの不妊患者救済のための個別化 ART

http://www.eshre.eu/Guidelines‐and‐Legal/ART‐fact‐sheet.aspx
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エンハンスメント：何を改造するか？エンハンスメント：何を改造するか？

ドナー精子を利用した女性らは、ドナーの健康状態のほか、
知性、身長、および民族性を知りたがった。

HDR w one gRNA policyの観点では、
民族性が検討に値する。

Sawyer N. et al. Reprod Biomed Online. 2013 Oct;27(4):436‐47. 




